
【学修到達目標】

・マルチメディア教材を構成する主要な要素とその特徴について理
解することができる。

・AIと学習データを活用したアダプティブ教材について説明するこ
とができる。

第5講 マルチメディア教材



１．マルチメディア教材

マルチメディア教材
 テキスト⇒ 学習内容の基礎情報、キーワード強調で理解を助ける
 画像⇒ 視覚的に情報を伝え理解を深める（写真、イラスト、図表）
 音声⇒ テキストだけでは伝わりにくい情報を効果的に伝達（ナレー

ション、音楽、効果音）
 動画⇒ 動きや変化を伴う情報を効果的に伝達（実験、デモンストレー

ション）
 アニメーション⇒ 複雑な概念やプロセスを分かりやすく説明
 インタラクティブ要素⇒ 学習者の能動的な参加を促し学習効果を高め

る（クイズ、シミュレーション、ゲーム）



１．マルチメディア教材

 語学 音声、動画、インタラクティブ要素で実践的なスキル習得
（発音、リスニング、会話）

 理科 実験動画、アニメーション、シミュレーションで抽象概念
を分かりやすく理解

 歴史 動画やアニメーションで歴史的出来事を追体験し、理解を
深化

 職業 シミュレーションや動画で実践的な職業スキルを効果的に
習得



2．マルチメディア教材の教育効果

(1)実生活に即したシミュ
レーション

理論と実践の融合

① 現実世界の再現

② 実践的なスキル習得

③ 問題解決能力の育成

④ 学習意欲の向上

(2)インタラクティブな要素

学習者の参加度向上

① 能動的な学習

② 即時的なフィードバック

③ ゲーミフィケーション

④ 協働学習の促進



3．AIとの連携

AIとの連携による個別最適化

 AIと学習データを活用し、一人ひとりの進度や理解度に応じて最
適な教材と指導を提供

 個々の学習特性に合わせた柔軟な調整が可能
 得意分野では応用的な課題、苦手分野では基礎からのステップ

アップをサポート設計

• アダプティブ教材の仕組み
• デジタル技術を活用し、児童の学習行動データをリアルタイム

に収集・分析
• それぞれの児童の強みと弱みを正確に把握
• データに基づき、教材が自動的に学習内容、難易度、提示方法

などを調整



3．AIとの連携

アダプティブ教材を支える4つの主要要素

① 学習行動データのリアルタイム収集
② 学習者モデルの構築と高度な分析
③ 学習内容、難易度、提示方法の自動調整
④ 個別最適化されたフィードバック

アダプティブ教材の導入と教員の役割
• テクノロジーが個別指導に近い支援を代替
• 教材の機能と特徴を理解し、カリキュラムとの整合性を図る
• 学習データは、児童の学習状況を客観的に把握し、指導戦略を個別化

するための貴重な情報源
• アダプティブ教材では対応が難しい活動などを教員が担う
• 単なる学習ツールではなく、個別最適化学習を実現するためツール



課 題

１．マルチメディア教材を構成する主要な要素とその
特徴について整理しなさい。

２． AIと学習データを活用したアダプティブ教材に
ついて説明しなさい。

第5講 マルチメディア教材


